皇學館大学教育開発センター小史 by 深津 睦夫
皇學館大学教育開発センター小史
深 津 睦 夫
平成20年 6 月 1 日、教育開発センターが設置された。これは、本学の教育活動を充実・発展させる
ため、全学の教育施策を企画・開発し、教育活動とその継続的な改善努力を支援することを目的とし
て設置されたものである。
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問題は、本学においては、初年次教育、共通教育の「キャリア教育」分野科目、就職支援等が関連す
ることとして捉えられ、全学的に議論がなされた。その結果、当初独立した組織としての「キャリア
センター」の設置が構想されていたが、教育開発センター内に「キャリア部門」を置き、センターを
中心にキャリア教育を企画・実施してゆくこととなった。
この方針を承けて、「初年次教育部門」において、翌24年度から、新入学生に対する基礎的なキャ
リアガイダンスが企画された。従来大学に慣れることを目的として設定されていた科目「初学び」の
内容の一部が改訂され、キャリアガイダンス的内容が付加された。また、その「初学び」に設定され
たキャリアガイダンスを円滑に進めるために、全教員向けの講習会が実施された。
さらに、本学学生のキャリア形成を考えたとき、数学的能力の不足が懸念されたため、その実力を
測るためのプレースメントテストを実施することとなり、この年度の最後に、 1年生を対象に実施さ
れた。
平成24年度は、前年に引き続き、キャリア教育の充実が重要な課題となった。
その対策の一つとして、eポートフォリオが導入された。これは、学生自身が自らの活動成果を電
子的に蓄積してゆき、それを振り返ることにより、キャリア形成をおこなってゆく助けとするもので
ある。導入したシステムは「manaba」という。
前年度末に実施された数学プレースメントテストの結果を承けて、数学の補習講座を開設した。こ
のテスト結果は、日本語プレースメントテストとは違い、進級要件にはなっていないが、キャリア形
成という観点から、最低限の数学的能力は必要であると考え、希望者に対して講座を開設したもので
ある。
（平成24年11月26日提出）
（ふかつ むつお・皇學館大学文学部教授）
【編集担当者附記】本稿は、『皇學館大學百三十年史』各説篇に掲載のため準備された原稿であるが、同書の刊
行を見送ることとなったためここに掲載させていただいた。
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